
1. 広島港について，地域産業の持続的発展やアジア諸国等との交易拡大を支える出島
地区コンテナ物流拠点の充実・強化を図るため，岸壁整備等の新規事業化。

2. 広島港・福山港・尾道糸崎港について，地域産業のグローバル化への対応など企業
活動を支える物流基盤の充実・強化を図るため，着実な整備に必要な財政措置。

3. 福山港・厳島港について，観光・交流の拠点機能の強化を図るため，着実な整備に必
要な財政措置。

提案箇所一覧

国への提案事項

【提案先省庁：内閣府，国土交通省】

広島港

厳島港
尾道糸崎港

福山港

H

港名・地区名 内容

広島港
出島地区
宇品地区
五日市地区

・大水深岸壁・泊地の整備 《新規事業化》
・岸壁（水深10ｍ⇒12ｍ化・耐震強化）の整備【直轄】
・臨港道路 廿日市草津線（4車線化）の第Ⅱ期整備

福山港
箕島地区
本航路 等

鞆,原北地区

・岸壁・航路・泊地（水深12ｍ）の整備【直轄】
・船舶の運航効率改善に係る規制緩和（余裕水深緩和等）
・企業及び地方の負担を軽減する新たな制度設計
・福山本航路（水深16ｍ⇒18ｍ化）の整備【直轄】
・浮桟橋の整備

尾道糸崎港
機織地区 ・泊地（水深7.5ｍ⇒10ｍ化）等の整備【直轄】

厳島港
宮島口地区 ・新ターミナル周辺の港湾施設の整備

６ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化



広島港
厳島港

尾道糸崎港 福山港

厳島港は観光地「宮島」への玄関口

自動車関連輸出を支える広島港

宮島（来島者数）
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主要観光地の利用状況（R2）

単位：万人
単位：万トン

尾道糸崎港は全国有数の木材取扱拠点

６ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化

背後に全国有数の鉄鋼メーカーを有する福山港

単位：万トン

施策の背景

広島県は中・四国以西で有数のものづくり県

〇 広島港・福山港・尾道糸崎港は，地域の基幹産業を
支える物流・交流拠点として重要な役割を果たしている。

〇 厳島港は，世界遺産「嚴島神社」を有する宮島への
玄関口として多くの観光客に利用されている。
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広島港のコンテナ取扱量の推移

課 題

１ 広島港コンテナ物流拠点の充実・強化のための整備に向けた取組

東南アジア諸国等の貨物需要の増加やコンテナ船の大型化に対応するためには，出島地区の大水深岸壁・泊地整備が必要

国際コンテナ物流の拠点

（出典：貿易統計より）

広島港のアジア取引国別貿易額の推移

（千TEU）

広島港におけるコンテナ取扱量は年々増加して
おり，2年連続で過去最高の取扱量を更新した

（10億円）

令和元年のコンテナ取扱量は
過去最高を記録しているなか，
コンテナヤードや企業・倉庫用地
が不足しており，利用者ニーズに
対応するため物流関連用地等
（約13ｈａ）の造成を進めており，
令和5年度の分譲を目指す。

（速報値）
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我が国に就航する東南アジア航路船舶の船型の変化

平均船型
2,046TEU/隻
（2014）

平均船型
1,182TEU/隻
（2005）

99バース

54%が
14m以深

93%が
12m以深

東南アジア航路が就航して
いる日本の各港の岸壁水深

日本に寄港する東南アジア航路の船型変化

（隻）

（TEU）

現状/広島県の取組

物流用地の造成と並行し
外貿コンテナ物流機能の
強化が必要

出典：PORT2030 参考資料集

６ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化

具体化に向けて

など

Ｒ２．３ 広島港利用高度化検討会のまとめ
【戦略】地域産業の発展を支える港湾機能の強化
目指す目標
・東南アジア等へのリードタイムの短縮や
輸送コスト低減に資するサービスの強化

など

Ｈ３０．９ 広島港長期構想策定
Ｈ３１．３ 広島港港湾計画改定
【背景】社会経済情勢，港湾物流の動向等の変
化を踏まえ，将来に渡って，背後企業の産業活動
を支え，地域経済の発展に貢献する港づくりを推
進するため，港湾計画を改訂した。

東南アジア航路は船舶の大型化が進行
し半数以上が14m以深の岸壁を利用して
おり，今後，更なる大型化の可能性がある

広島港のコンテナ貨物の相手国におけるASEANの
割合は増加傾向となっており，輸送の効率化が求
められている

出島地区

出島国際コンテナターミナル

第３－１工区

約１３ｈａ

第３－２工区

約２５ｈａ



２-１ 地域の企業活動を支える広島港の物流基盤の充実・強化

立地企業増加等により懸念される交通渋滞への対応が必要

高速３号線料金所

出島地区
国際ＣＴ ●

宇品地区
岸壁（水深10ｍ⇒水深12ｍ化・耐震化）の整備
～自動車運搬船の大型化への対応～

広島港

海田大橋廿日市ＩＣ

五日市地区
臨港道路廿日市草津線（2車線⇒4車線化）の第Ⅱ期整備
～耐震強化岸壁と防災拠点を結ぶ救援物資の輸送道路～

課 題

第Ⅰ期区間
Ｈ29年2月供用開始

第Ⅱ期区間
Ｈ28年度事業着手

Ｌ＝１．３ ㎞ Ｌ＝１．６ ㎞

（五日市地区） （宇品地区）

● 耐震強化岸壁
産業機械輸出岸壁

広島はつかいち大橋の渋滞状況物流関連企業の進出
自動車運搬船の喫水調整状況

海田地区
国際ＣＴ
●

●
完成自動車
移入岸壁

大型ＬＮＧ船 ●
ターミナル

●
木材輸入岸壁

〇
食品製造業

機械製造業
○

物流関連企業

物流センター
集積エリア

〇 自動車産業

〇
自動車産業

〇
機械製造業

〇
機械製造業

〇
自動車産業

〇
航空機械
製造業

６ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化

○五日市地区は物流関連企業の立地が増加しており，新たな企業用地を確保するため，令和４年度の完成を目指し造成を進めている。
○宇品地区は自動車運搬船が大型化しているなか，岸壁の水深が浅く満載して輸送することが困難なため，喫水調整を余儀なくされて
いる。

企業用地を造成中
令和4年度完成予定
進出企業2社決定

自動車運搬船の大型化への対応が必要（非効率な輸送形態の解消）



課 題

２-２地域の基幹産業のグローバル化に対応する福山港の機能強化
国際バルク戦略港湾福山港における効率的な輸送の早期実現

輸出貨物の増加 （箕島地区）

鋼材の輸出 造船資機材の輸出

（ 1バースを超える大型コンテナ船の入港 H28.1～）

コンテナ船の大型化 （箕沖地区）

箕沖地区

岸壁（水深12ｍ）の整備

岸壁（水深10ｍ）の延伸

【令和３年度完成】

箕島地区

航路及び泊地
（水深10ｍ）の拡張

航路及び泊地
（水深11ｍ⇒水深12ｍ化）

福山港

６ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化

【備讃瀬戸北航路】
余裕水深緩和
潮位利用緩和

【福山港本航路】
余裕水深緩和
潮位利用緩和

ＪＦＥスチール㈱
西日本製鉄所福山港

本航路の整備（水深 16ｍ⇒水深18ｍ化）

水島港

○箕島地区を利用する福山港背後の鉄鋼業や造船業は，海外需要の増加に対応するため，遠方地への輸出も強化しており，鋼材や造船関連資材の
輸出も増加が見込まれているが，現時点においても，大型船対応の岸壁が不足しているため，喫水調整を行うなど非効率な輸送を強いられている。
○箕沖地区は，寄港するコンテナ船の大型化により，岸壁の必要延長が不足している。
○このような状況のなか，効率的な輸送や船舶の大型化に対応するため，平成30年度に新規事業化された箕島・箕沖地区ふ頭再編改良事業の(岸
壁，航路・泊地)早期完成が求められている。

地域の基幹産業のグローバル化等への対応が必要



390 403
428

457 431 466

221

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450
500

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R 元 R2

観
光
客
数

課 題

２-３ 地域の基幹産業の競争力強化に資する尾道糸崎港の航路・泊地整備

厳島港（宮島口地区）

３ 観光・交流の拠点となる福山港・厳島港の港湾機能の強化

宮島観光客の推移

（万人）

尾道糸崎港（機織地区）

泊地

（水深7.5ｍ⇒水深10ｍ化）等

緑地

新ターミナル
（令和２年２月供用開始）

アクセス道路の整備

浮桟橋
（令和２年２月供用開始）

喫水7.5ｍで入港

６ 社会資本整備の推進
（６） 物流・交流の拠点となる港湾機能の強化

○機織地区は30,000DWT級の木材運搬船が入港しているが，泊地(整備中)の水深が不足しているため，積荷を軽減するなど非効率な
輸送を余儀なくされている。

木材運搬船の大型化への対応が必要（非効率な輸送形態の解消）

木材運搬船の
喫水調整状況

○福山港鞆，原北地区は，山側トンネルを含むバイパス整備事業と併せて，交通・交流拠点整備を図るため，令和２年12月に港湾計画
の変更を行った。「みなとオアシス潮待ちの港 鞆の浦」の拠点と一体化した新たな港湾振興、観光振興を図る。
○宮島口地区の新ターミナルと浮桟橋は，昨年２月に供用開始した。今後は，ターミナルへ円滑に誘導するアクセス道路等の整備が求
められている。

観光客の利便性向上への対応が必要福山港（鞆，原北地区）

浮桟橋

浮桟橋

浮桟橋


